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『世界がもし100 人の村だったら３-たべもの編』①       さ

さんまの塩焼きにさといもの煮っころがしあとはご飯と味噌汁と

漬物。これが４～５０年前の日本のありふれた夕ごはん。１人が

一年に１１２キログラムの米を食べていました。今の２倍です。

貧しい食事だと思いますか？でも、このころの日本は、食べ物

の８０％近くを自分たちでつくっていました。そして２１世紀にな

りました。 世界には６５億人の人がいますが、もしもそれを１０

０人の村に縮めて（たべもの）のありかたをみるとどうなるでしょ

う。１００人のうち４７人は農村に、５３人は都市に住んでいます。  

畑を耕したり、家畜をそだてたりしてたべものをつくっている人

は ２０人です。１５人がアジア人、３人がアフリカ人、２人が南

北アメリカ人やヨーロッパ人などです。２０人のうち１３人はトラク

ターで、 ７人は人の力で耕しています。 村人は食事エネルギ

ーの半分以上を穀物からとっています。 １００人の村びとのう

ち５０人は米を、２６人は小麦を、７人はとうもろこしを、あとはい

も類などを主食にしています。                                     

村びと１００人のうち１６人は、１年を１１０万円以上で暮らし、   

いろいろなものをたくさんたべています。                  

そのうち２人は日本の人で、１年を平均３６０万円で暮らしていま

す。４３人は、１年を６４万円で暮らし、きちんとたべています。  

４１人は、１年を８万円以下で暮らし、ときどきしかたべられませ

ん。そのうち１２人は戦争や、干ばつや洪水や砂漠化の        

ためにいつもお腹をすかせています。 

この１２人のうち、３人は、インド、２人は、中国、３人は、ほかの

地域のアジア、３人は、サハラ以南のアフリカ、１人は、ラテン・

アメリカに住んでいます。その多くは、農村の女性や子どもです。 

 村びとの平均寿命は女性が６９歳で男性が６４歳です。 

村いちばんの長生きは、日本の女性で８６歳です。でも、サハラ

以南のアフリカの人の寿命は５０歳にとどきません。 

村びと１００人のうち３３人はビタミンやミネラルが足りないため

に、思うように働いたり遊んだりできません。７０人は鉄分が足り

ません。途上国では、妊娠している女性の半分以上が鉄分不足

です。 そのため、お産のときにたくさんのお母さんや赤ちゃん

が亡くなります。 

 １００人のうち１４人は太りすぎです。 アメリカの大人を                

１００人とすると６０人は太りすぎです。そのうち１４人は超肥満

です。アメリカの子どもを１００人とすると２５人が太りすぎです。 

 １００人のうちたべものをたくさんつくって他の人に売っている

人は４８人です。足りなくて買っている人は５２人です。 

 １００人のうち、１人にみたないアメリカの農民が、４１％の大

豆、３８％のとうもろこしをつくっています。 

アメリカは村いちばんの穀物輸出国です。                               

この村には２０人の中国人がいます。そのうち、１４人が農民で

す。この１４人が、村全体の半分ちかくの野菜をつくっています。

キャベツ、トマト、たまねぎ、きゅうり、にんじん、すいかなどです。

卵、米、肉類、いも類も、中国の農民がいちばんたくさんつくって

います。それでも、中国はこの村で２番目にたくさんの         

たべものを輸入しています。 

  世界がもし１００人の村だったら、１年のあいだに７５人は２０

キロの、２５人は８０キロの肉をたべています。 １人が１年に食

べる肉は、インドでは５キロ、中国では４５キロですが、イタリア

では ８０キロです。１人が１年に食べる卵は、インドでは３０個、

アメリカでは１７４個、日本では２２６個です。 

 この村でとれる魚を１００尾とすると、１８尾を中国が、９尾をペ

ルーが、５尾をアメリカが、５尾を日本が、５尾をインドネシアが

とっています。でも、魚のとりすぎのため、村の４分の３の漁場

で魚がへってきています。また村びとは５０尾の養殖の魚もた

べています。養殖の魚はせまいところでそだてられ脂がのりや

すい餌をあたえられます。いろいろな薬もあたえられます。 
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